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1. 2026年3月期第3四半期の連結業績（2025年4月1日～2025年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期第3四半期 81,798 20.8 3,932 338.1 4,278 193.9 2,649 259.1

2025年3月期第3四半期 67,701 △4.3 897 △57.4 1,455 △48.1 737 △50.2

（注）包括利益 2026年3月期第3四半期　　3,379百万円 （465.1％） 2025年3月期第3四半期　　598百万円 （△67.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2026年3月期第3四半期 76.90 ―

2025年3月期第3四半期 21.65 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年3月期第3四半期 201,427 46,731 23.2 1,334.02

2025年3月期 189,702 43,555 22.9 1,276.28

（参考）自己資本 2026年3月期第3四半期 46,711百万円 2025年3月期 43,530百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 ― 10.00 ― 15.00 25.00

2026年3月期 ― 10.00 ―

2026年3月期（予想） 15.00 25.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2026年 3月期の連結業績予想（2025年 4月 1日～2026年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 110,000 10.6 3,750 23.1 4,100 2.2 2,200 25.3 64.50

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期3Q 39,227,200 株 2025年3月期 39,227,200 株

② 期末自己株式数 2026年3月期3Q 4,211,669 株 2025年3月期 5,119,569 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年3月期3Q 34,457,603 株 2025年3月期3Q 34,085,147 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業
績予想などの将来予想情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

　四半期決算補足説明資料は、当社のホームページ及びＴＤnetで同日開示しています。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果により緩やかな回復

基調にあるものの、米国の通商政策の影響及び物価上昇の継続により、個人消費が停滞する状況で推移しました。

このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、タクシー事業で移動需要の着実な取り込み、

不動産分譲事業での竣工物件の順調な引渡し、不動産再生事業における大型物件の売却を主要因として売上高は

81,798百万円（前年同四半期比20.8％増）となり、タクシー事業において乗務員採用強化に伴う人件費負担がある

ものの営業利益は3,932百万円（同338.1％増）、経常利益は4,278百万円（同193.9％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は2,649百万円（同259.1％増）となりました。

なお、当社グループの不動産分譲事業では、顧客のニーズに合わせて第４四半期連結会計期間に竣工する物件の

割合が高いため、第４四半期連結会計期間の売上高は他の四半期連結会計期間の売上高と比べ、高くなる傾向にあ

ります。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①タクシー事業

タクシー事業では、2025年４月１日付で交通事業統括本部の組織改革を実施し、新たに「業務企画本部」と「営

業推進本部」を設置しました。営業推進本部内には、全国７拠点（九州、中国・四国、関西、関東、中部、沖縄、

ハイヤー）の支社・事業部を新設し、各拠点に専属スタッフを配置しました。これにより、地域子会社をエリア単

位でより近い位置から管理する体制へと移行し、きめ細やかな経営管理とコンプライアンスの徹底が可能となりま

した。

主なサービス展開としては、「ママサポートタクシー」（79地域、登録者数58万人、利用回数132万回、うち陣

痛時利用4.5万回）、「子どもサポートタクシー」、タクシー業界連携の「No.1タクシーネットワーク」（提携・

商流サービス含む890社）を推進しています。また、交通不便地域での「乗合タクシー」（75市町村・366路線）

や、「全国タクシーEV化プロジェクト」による環境対応型タクシーの導入も進めており、他社との差別化と持続可

能な事業展開を図っています。（括弧内の数値はいずれも2025年12月31日現在）

売上高は、新人乗務員の積極採用（４～12月入社実績1,531名）や一部地域での運賃改定の効果により42,194百

万円（前年同四半期比7.5％増）と増収となり、一方で免許取得費用や養成費用など乗務員採用に関わるコストや

燃料費の高止まり等の影響を受けながら、セグメント損失は952百万円（前年同四半期は1,461百万円の損失）と改

善傾向にあります。

②バス事業

当社グループの沖縄県内の路線バス部門では、５市町村９路線でのコミュニティバスの運行、各種実証実験や需

要に応じた新規路線の運行、「沖縄スマートシフトプロジェクト」ではMaaSアプリ「my route」内でバス１日乗車

券や海洋博記念公園（美ら海水族館）まで運行する高速バスのデジタルチケットを販売、一部路線ではクレジット

カード系のタッチ決済を導入、運賃箱の新紙幣・新硬貨への対応開始等による利用者の利便性向上に努めておりま

す。なお、脱炭素社会への取り組みとしてはＥＶ路線バス３台を那覇市内線で運行、運転手不足対策としては沖縄

県豊見城市ほか４社で包括連携協定を締結し、生活路線での自動運転ＥＶバスの継続的な運行に向け、「豊見城市

内一周線」の一部ルートを含む約18km区間において実証運行を開始しました。「ジャングリア沖縄」の開業に際し

ては予約制直行バス「ジャングリア エクスプレス」の運行を受託しております。

一方で、沖縄県内の貸切バス部門においては、バスガイド等で構成する音楽ユニット「うたばす」による営業活

動に取り組むとともに、動画配信サイトでは沖縄のバス旅行の魅力を配信、繁忙期の運転手・バスガイド不足に

は、グループ会社や協力会社からの出向受け入れにより対応しております。

また、「沖縄地区合同女子会」や高校生を中心とした「ありがとうバスプロジェクト」、「625（無事故）ミニ

フェスタ」を開催し、幅広い世代を対象とした多様な啓発活動を展開しております。

これらの活動を通じて、国土交通省「働きやすい職場認証制度」認証取得のＰＲをするとともに、運転体験など

を通じて公共交通としての役割や重要性について関心を深めていただき、将来的に乗務員採用に繋がるよう努めて

おります。

バス事業全体では、沖縄県を中心に団体旅行やインバウンド需要の回復、大型イベントなど輸送人員が増加した

こともあり、売上高は5,732百万円（前年同四半期比3.1％増）となり、セグメント利益も488百万円（同30.3％

増）となりました。

③不動産分譲事業

不動産分譲事業では、マンション仕様においてZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）導入による高断熱

化・高効率化を図るとともに、IoTテクノロジーの活用により快適な住環境の提供に努めております。「グランド

パレス」シリーズを中心としたマンション販売におきましては、北九州において「高見三条橋タワー」（56戸）、

福岡において「博多板付テラス」（39戸）、「飯塚」（55戸）、佐賀において「佐賀城内」（63戸）、大分におい

て「大分駅南タワー」（91戸）、鹿児島において「平之町タワー」（73戸）、沖縄において「識名」（39戸）の７
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棟416戸を新規販売するとともに、完成在庫の販売及び福岡において竣工前完売した「新飯塚」（84戸）、大分に

おいて「大分田室町」（89戸）、千葉において佐藤工業㈱、大和地所レジデンス㈱との共同事業である「船橋ミッ

ドガーデン」（112戸）の新規竣工に伴う契約済物件の引渡しにより、売上高は13,297百万円（前年同四半期比

23.7％増）となりました。

戸建住宅におきましては、ライフスタイルに合わせた機能性に富む設計を提案する「DAIICHI design project」

を推進しており、「ユニエクセラン」シリーズの戸建住宅の販売は、北九州において「鞘ヶ谷」（４区画）、「折

尾駅東」（４区画）、「祇園原町」（４区画）、ハウスメーカーが多数参画する「ブルームヴィラ八幡南」（64区

画内に２区画）、福岡において「板付」（２区画）、ハウスメーカーが多数参画する「ブロッサムガーデン九大学

研都市北」（64区画内に５区画）を新規販売するとともに、完成在庫の販売に取り組んだ結果、売上高は1,672百

万円（前年同四半期比18.8％増）となりました。

以上により、不動産分譲事業全体の売上高は、マンションプロジェクト用地の売却等その他603百万円を加えた

結果15,573百万円（前年同四半期比7.1％増）、セグメント利益は715百万円（同12.6％増）となりました。

④不動産賃貸事業

当社グループでは、九州沖縄・中国・四国・近畿・北陸・関東・東北・北海道の16道府県で、飲食ビルを中心に

商業施設・オフィスビル・マンション・倉庫・駐車場等2,089戸の賃貸及び管理を行っております。飲食ビルテナ

ントへの取組みとして、九州地区で当社グループタクシーとテナント内で利用が出来る「共通クーポン券」の販売

を引き続き実施し、飲食ビルの利用客増加、既存テナントの囲い込み及び新規入居の推進を図っています。今後も

継続して営業支援に取り組むとともに、タクシー事業の拠点となる主要地域においてシナジー効果と営業エリアの

拡大、パーキング事業との連携強化を進めることで、収益力の高い賃貸物件の購入を積極的に行い、賃料収入の向

上に努めてまいります。

売上高につきましては、オフィス・飲食ビル等で高入居率を維持するとともに、新規取得した飲食ビルによる増

収効果等により、3,758百万円（前年同四半期比3.0％増）、セグメント利益は1,774百万円（同0.7％増）となりま

した。

⑤不動産再生事業

当社グループにおける不動産再生事業は、幅広い不動産情報を集約のうえ吟味し、当社独自に付加価値を高めた

不動産再生物件として販売しており、不動産市況や経済動向を見極めながら、積極的に展開しております。

売上高につきましては、沖縄県那覇市の大型物件の売却等により9,716百万円（前年同四半期は411百万円）、セ

グメント利益は2,113百万円（同55百万円）となりました。

⑥不動産金融事業

当社グループにおける不動産金融事業は不動産担保融資に特化しており、先行きの不透明感はあるものの、目先

の堅調な不動産市場動向に支えられ、積極的な営業活動を行う中で、不動産担保ローンの融資残高は15,727百万円

（前連結会計年度末比3,750百万円増）となりました。

売上高につきましては、不動産担保ローンの新規貸付が寄与し、期中平均融資残高が増加した結果1,086百万円

（前年同四半期比39.2％増）、セグメント利益は746百万円（同42.3％増）となりました。

⑦その他事業

その他事業は、自動車の点検・整備、ＬＰＧの販売、パーキング事業、マンション管理、船舶事業、介護事業の

ほか多岐にわたる事業を展開しております。

既存事業の充実に注力した結果、売上高は3,737百万円（前年同四半期比6.7％増）となり、セグメント損失は

691百万円（前年同四半期は890百万円の損失）と改善しました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度に比べ11,725百万円増加し、201,427百万円となりま

した。主な増加は、現金及び預金8,747百万円、仕掛販売用不動産8,668百万円及び営業貸付金3,734百万円、主な

減少は、販売用不動産6,824百万円及び建物及び構築物1,228百万円であります。

負債は、前連結会計年度末に比べ8,548百万円増加し、154,695百万円となりました。主な増加は、長期借入金

8,288百万円及び短期借入金2,780百万円、主な減少は、支払手形及び営業未払金4,239百万円であります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ3,176百万円増加し、46,731百万円となりました。主な増加は、親会社株主

に帰属する四半期純利益2,649百万円、その他有価証券評価差額金681百万円、自己株式の減少453百万円及び資本

剰余金223百万円、主な減少は、剰余金の配当861百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期通期の連結業績予想については、当第３四半期の業績を踏まえ検討した結果、2025年５月８日に公

表した数値を据え置いております。

なお、業績予想は、現時点で入手可能な情報を基に当社が判断しており、実際の業績等は、今後の様々な内外要

因の変化によって当連結業績予想と乖離する可能性があります。予想の修正が必要な場合には速やかに公表いたし

ます。

- 4 -

第一交通産業㈱（9035）2026年3月期第3四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,743 20,491

受取手形、営業未収入金及び契約資産 2,808 3,337

営業貸付金 11,226 14,961

販売用不動産 41,016 34,191

仕掛販売用不動産 20,812 29,480

その他の棚卸資産 312 300

その他 5,515 4,070

貸倒引当金 △246 △281

流動資産合計 93,188 106,551

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 22,424 21,195

土地 58,931 58,513

その他（純額） 6,681 6,595

有形固定資産合計 88,036 86,305

無形固定資産

のれん 48 42

その他 1,269 841

無形固定資産合計 1,317 884

投資その他の資産 7,159 7,686

固定資産合計 96,514 94,876

資産合計 189,702 201,427

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 8,467 4,227

短期借入金 42,349 45,130

未払法人税等 767 354

賞与引当金 546 172

その他 7,776 10,173

流動負債合計 59,906 60,057

固定負債

長期借入金 75,799 84,088

役員退職慰労引当金 17 －

退職給付に係る負債 1,477 1,449

その他 8,946 9,100

固定負債合計 86,240 94,638

負債合計 146,147 154,695

純資産の部

株主資本

資本金 2,027 2,027

資本剰余金 3,025 3,249

利益剰余金 45,133 46,697

自己株式 △2,562 △2,108

株主資本合計 47,624 49,865

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,066 1,747

土地再評価差額金 △5,174 △4,950

為替換算調整勘定 △81 △33

退職給付に係る調整累計額 96 81

その他の包括利益累計額合計 △4,093 △3,154

非支配株主持分 24 20

純資産合計 43,555 46,731

負債純資産合計 189,702 201,427
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

売上高 67,701 81,798

売上原価 57,945 68,698

売上総利益 9,756 13,100

販売費及び一般管理費 8,858 9,167

営業利益 897 3,932

営業外収益

補助金収入 817 561

その他 834 1,030

営業外収益合計 1,651 1,592

営業外費用

支払利息 772 968

持分法による投資損失 218 146

その他 103 130

営業外費用合計 1,093 1,245

経常利益 1,455 4,278

特別利益

固定資産売却益 4 126

国庫補助金 105 25

関係会社出資金売却益 － 357

特別利益合計 109 509

特別損失

固定資産除売却損 94 707

減損損失 － 383

固定資産圧縮損 105 25

和解金 139 －

特別損失合計 338 1,117

税金等調整前四半期純利益 1,226 3,671

法人税、住民税及び事業税 333 433

法人税等調整額 140 572

法人税等合計 473 1,006

四半期純利益 752 2,664

非支配株主に帰属する四半期純利益 14 15

親会社株主に帰属する四半期純利益 737 2,649

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

四半期純利益 752 2,664

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △145 681

為替換算調整勘定 △7 18

退職給付に係る調整額 4 △14

持分法適用会社に対する持分相当額 △5 29

その他の包括利益合計 △154 714

四半期包括利益 598 3,379

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 583 3,364

非支配株主に係る四半期包括利益 14 15

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の見積額を期間按分して算定する方法に

よっております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
タクシー バス

不動産

分譲

不動産

賃貸

不動産

再生

不動産　

金　融
計

売上高

外部顧客へ

の売上高
39,260 5,560 14,535 3,649 411 780 64,197 3,504 67,701 － 67,701

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

－ － － － － 118 118 3,774 3,892 △3,892 －

計 39,260 5,560 14,535 3,649 411 899 64,316 7,278 71,594 △3,892 67,701

セグメント

利益又は損

失（△）

△1,461 375 635 1,762 55 524 1,891 △890 1,001 △104 897

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、子会社業務管理、自動車の点

検・整備、ＬＰＧの販売及びパーキング事業等を含んでおります。

　　　　　なお、子会社業務管理部においては、子会社からの経営指導料、施設使用料等は売上として計上しており

ますが、配当金については、営業外収益として計上（連結上は相殺消去）しているため、セグメント利益に

は含まれておりません。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△104百万円には、セグメント間取引消去6百万円、営業外収益計上

バス運行補助金収入△111百万円が含まれております。

　　なお、バス事業に係るバス運行補助金収入については、報告セグメントの利益を算定するにあたり、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、費用から控除しております。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
タクシー バス

不動産

分譲

不動産

賃貸

不動産

再生

不動産　

金　融
計

売上高

外部顧客へ

の売上高
42,194 5,732 15,573 3,758 9,716 1,086 78,060 3,737 81,798 － 81,798

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

－ － － － － 212 212 4,243 4,455 △4,455 －

計 42,194 5,732 15,573 3,758 9,716 1,298 78,272 7,981 86,254 △4,455 81,798

セグメント

利益又は損

失（△）

△952 488 715 1,774 2,113 746 4,885 △691 4,194 △262 3,932

（単位：百万円）

タクシー バス
不動産
分　譲

不動産
賃　貸

不動産
再　生

不動産
金　融

計
その他
（注）

合計

減損損失 383 － － － － － 383 － 383

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、子会社業務管理、自動車の点

検・整備、ＬＰＧの販売及びパーキング事業等を含んでおります。

　　　　　なお、子会社業務管理部においては、子会社からの経営指導料、施設使用料等は売上として計上しており

ますが、配当金については、営業外収益として計上（連結上は相殺消去）しているため、セグメント利益に

は含まれておりません。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△262百万円には、セグメント間取引消去△153百万円、営業外収益

計上バス運行補助金収入△109百万円が含まれております。

　　なお、バス事業に係るバス運行補助金収入については、報告セグメントの利益を算定するにあたり、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、費用から控除しております。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

（注）「その他」の金額は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等に係る金額であります。

（のれんの金額の重要な変動）

重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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